












































































教科書には「構造ボックス « Boîte de Structures »」と呼ばれる図式化された会話文のパター
ンが示されている。特筆すべきは，フランス語版の教科書『Conversations dans la classe』の基
礎編とステップアップ編の場合，文法事項の説明および動詞の活用表が見当たらないことで



























































































































メタ・コミュニケーションに関する表現であり，「« conversation » はどういう意味ですか？












語はどのように発音するのですか（Comment on prononce ce mot?）」というやりとりが登場す
るのだが（資料２参照），これを同時に習得するのは負担が大きいと思われれば，このページ
を扱う必要はないであろう。とりわけ第１課と第２課（「こんにちは」はフランス語で何と言











（教師）―Qu’est-ce que ça veut dire « au revoir »?
（学生全員，教科書のリストを見ながら）―Ça veut dire « さようなら ».
また，こうしたパターン・プラクティスにおいて，簡単な英単語を使用するのも単調さを避け
るひとつの方法である。例えば，「“thank you”はフランス語で何と言いますか（Comment on 







































































































限らない。例えば A と B という学生ふたりに会話をさせるテストの時，A が B の言う事を理












« euh... » とフランス語で言うよう指導した。沈黙によって雰囲気が重苦しくならないよう，こ















































































































































































教師：いつも週末は何をしますか？（En général, qu’est-ce que vous faites le week-end?）
学習者：「楽譜」ってフランス語で何と言いますか？（Comment on dit « 楽譜 » en français?）
教師：« partition » と言います。（On dit « partition ».）
この後，学習者は「楽譜を買いに行ったりします」と言うためにさらに質問を続けるわけだ






























『Conversations dans la classe』の基礎編とステップアップ編の二冊しか出版されていなかっ
た。この二冊は共に文法を扱うページがなく，文法事項の解説をどの程度行うべきであるか，






『Conversations dans la classe』は，文法という観点から見れば体系的に編集されてはおらず，
段階を追って文法事項を学習することは難しい。全てを「会話テスト」で話すことに焦点を合
わせ，必要最低限の文法解説を行う計画をたてることが重要である。
例えば，基礎編第３課の「フランスの方ですか？（Est-ce que vous êtes français(e)?）」に進













2003 年度から 2005 年度に相愛大学において前期末に実施したアンケートでは，「教科書に文
法の説明があればもっと自習できる」という意見も見られた。そして文法の説明について，
67 名中 41 名が「現状の説明程度で良い」と答えていたのに対し，26 名が「もう少し詳しく説
68 瓜生　濃世













































































































































































































 1）　日本語名称が 2005 年より「イミーディアット・アプローチ」から「イミディアット・メソッド」
に改称。改称前の文献では，「イミーディアット・アプローチ」という名称が使われているが，教授




しい。AZRA, J-L., BENOIT, L., JONES, J., VANNIEUWENHUYSE, B., VÖGEL, B.（2002），『言語文化共
同研究プロジェクト 2001 外国語教授法としての“Méthode Immédiate”』，大阪大学言語文化部・大阪
大学大学院言語文化研究科
 3）　フランス語の教科書は次の三冊が出版されている。
 AZRA, J-L., VANNIEUWENHUYSE, B.（2003）『コンヴェルサスョン・ダン・ラ・クラス―バジック
（Conversations dans la classe, Version Basique）』，アルマ出版
 AZRA, J-L., VANNIEUWENHUYSE, B.（2004）『コンヴェルサスョン・ダン・ラ・クラス―フォ・デ
ビュタン（Conversations dans la classe, Version Avancée / faux débutants）』，アルマ出版
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 4）　授業を行ったのは，相愛大学と神戸松蔭女子学院大学短期大学部である。相愛大学では 2003 年度









 水野いずみ，瓜生濃世（2004），「会話の実践による授業の活性化」，『Rencontres』第 18 号，関西フ
ランス語教育研究会，pp. 29-33
 5）　フランス語教育におけるコミュニカティブ・アプローチの状況については，以下の資料を参考にした。
 藤田裕二（1990），「Exercice から Activité へ―フランス語教授法に関する一考察―」，『玉川大学文学
部紀要論叢』第 31 号，玉川大学文学部，pp. 309-322
 中村啓佑，長谷川富子（1995）『フランス語をどのように教えるか』，駿河台出版社
 平嶋一美（2002）「コミュニケーティヴ・アプローチとその実践に関する考察」，『関西大学視聴覚教




 7）　アンケートは前期・後期それぞれに実施し，回答数は相愛大学が 111 名，神戸松蔭女子学院大学短
期大学部が 31 名，のべ 142 名。後期のみ受講した学習者はゼロである。なお，アンケートは相愛大
学では筆者が独自に作成したアンケート用紙を使用し，神戸松蔭女子学院大学短期大学部では大学か
ら義務付けられた用紙を用いて行った。
 8）　前掲書，『外国語教授法としての“Méthode Immédiate”』，p. 7
 9）　池澤氏が 2004 年に執筆した，アルマ言語教育サイトに掲載されている次のテキストからの引用で
ある。
 池 澤 明 子（2004），「 イ ミ ー デ ィ ア ッ ト・ ア プ ロ ー チ の 概 説 」，http://www.almalang.com/
Immediate%20Method-Japanese.pdf
10）　池澤明子，「イミーディアット・アプローチ入門または再入門ワークショップ」，2004 年秋季会話




12）　筆者は『Conversations dans la classe, Version Avancée/faux débutants』も使ってみたが，初習者が対
















 岸　彩子，飯田みか，「イミーディアット・アプローチ授業での TA 活用法」，2004 年秋季会話教育
研究会（於　大阪大学），2004 年 10 月 10 日





French Teaching with the Immediate Method (la Méthode Immédiate)
—Trying to Promote Students’ Active Learning in Classroom—
Atsuyo URIU
Abstract
The immediate Method (la Méthode Immédiate) is an original teaching method conceived for the purpose 
of enabling actual conversations in foreign language classrooms. It is a conversation teaching method that was 
created in Japan during the year of 1995–1999 to solve the typical problems held in the classes for Japanese. 
Born in the context of teaching French at the University of Osaka, the method has been introduced to the world 
of English teaching and adopted for teaching French, German, and Japanese.
In this paper, the author presents her own experiences in teaching French through this method from 2003
–2005. In order to encourage students who were not active or not interested in speaking the said language, 
the author made the students take and pass the “Conversation Test” every after one module for them to be 
evaluated. As a result the “Conversation Test” helped them find pleasure of speaking French, and they started to 
take a positive attitude for learning this language.
Finally, the author will suggest that some ideas in the method could be applied to get the interest of the 
students even in classes where they study mainly the French grammar.
Keywords: French teaching, Immediate Method, Méthode Immédiate, Communicative Approach, Motivation
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